
有老協 平成26年度サービス第三者評価 受審結果 （一財）日本老人福祉財団 ／ 神戸ゆうゆうの里 

Ａ．第三者評価結果（「機関評価」の部分）            

評価スケール 自己評価 機関評価 評価スケール 自己評価 機関評価 評価スケール 自己評価 機関評価 

 1.1.1 Ａ Ａ  2.3.4 Ａ Ａ  6.1.3 Ａ Ａ 

 1.1.2 Ａ Ａ  2.3.5 Ａ Ａ  6.2.1 Ａ Ａ 

 1.1.3 Ａ Ａ  2.3.6 Ａ Ａ  6.2.2 Ａ Ａ 

 1.1.4 Ａ Ａ  2.3.7 Ａ Ａ  6.2.3 Ａ Ａ 

 1.2.1 Ａ Ａ  2.3.8 Ａ Ａ  6.2.4 Ａ Ａ 

 1.2.2 Ａ Ａ  2.3.9 Ａ Ａ  6.2.5 Ａ Ａ 

 1.3.1 Ａ Ａ  2.3.10 Ａ Ａ  6.2.6 Ａ Ａ 

 1.3.2 Ａ Ａ  2.3.11 Ａ Ａ  6.2.7 Ａ Ａ 

 1.3.3 Ａ Ａ  2.4.1 Ａ Ａ  6.2.8 Ａ Ａ 

 1.4.1 Ａ Ａ  2.4.2 Ａ Ａ  6.2.9 Ａ Ａ 

 1.4.2 Ａ Ａ  2.4.3 Ａ Ａ  6.3.1 Ａ Ａ 

 1.4.3 Ａ Ａ  2.4.4 Ａ Ａ  6.3.2 Ａ Ａ 

 1.4.4 Ａ Ａ  2.4.5 Ａ Ａ  6.3.3 Ａ Ａ 

 1.4.5 Ａ Ａ  2.4.6 Ａ Ａ  7.1.1 Ａ Ａ 

 1.4.6 Ａ Ａ  3.1.1 Ｂ Ｂ  7.1.2 Ａ Ａ 

 1.4.7 Ａ Ａ  3.1.2 Ａ Ａ  7.2.1 Ａ Ａ 

 1.4.8 Ａ Ａ  3.1.3 Ａ Ａ  7.3.1 Ａ Ａ 

 1.5.1 Ａ Ａ  3.1.4 Ａ Ａ  7.3.2 Ａ Ａ 

 1.5.2 Ａ Ａ  3.1.5 非該当 非  7.3.3 Ａ Ａ 

 1.5.3 Ａ Ａ  3.1.6 Ａ Ａ  7.3.4 Ａ Ａ 

 2.1.1 Ａ Ａ  3.1.7 Ａ Ａ  7.4.1 Ａ Ａ 

 2.1.2 Ａ Ａ  4.1.1 Ａ Ａ  7.4.2 Ａ Ａ 

 2.2.1 Ａ Ａ  4.1.2 Ａ Ａ  7.4.3 Ａ Ａ 

 2.2.2 Ａ Ａ  4.1.3 Ａ Ａ  7.4.4 Ａ Ａ 

 2.2.3 Ａ Ａ  4.1.4 Ａ Ａ  7.4.5 Ａ Ａ 

 2.2.4 Ａ Ａ  4.2.1 Ａ Ａ  7.5.1 Ａ Ａ 

 2.2.5 Ａ Ａ  4.2.2 Ａ Ａ  7.5.2 Ａ Ａ 

 2.2.6 Ａ Ａ  5.1.1 Ａ Ａ  7.5.3 Ａ Ａ 

 2.2.7 Ａ Ａ  5.1.2 Ａ Ａ  7.5.4 Ａ Ａ 

 2.2.8 Ａ Ａ  5.2.1 Ａ Ａ  7.5.5 Ａ Ａ 

 2.2.9 Ａ Ａ  5.2.2 Ａ Ａ  7.5.6 Ａ Ａ 

 2.2.10 Ａ Ａ  5.2.3 Ａ Ａ  7.5.7 Ａ Ａ 

 2.2.11 Ａ Ａ  5.2.4 Ａ Ａ  7.6.1 Ａ Ａ 

 2.3.1 Ａ Ａ  5.2.5 Ａ Ａ  7.6.2 Ａ Ａ 

 2.3.2 Ｂ Ｂ  6.1.1 Ａ Ａ  7.6.3 Ａ Ａ 

 2.3.3 Ａ Ａ  6.1.2 Ａ Ａ     

  

Ｂ．評価機関の所見                         

１．優れた取り組みと思われる点                 

スケール番号 内     容 

１－２－１  毎月、予算に対する実績を各部門で出して管理しています。予実管理を行うことで、より迅速に改善が図れて

います。半期の振り返りでは昨年度の同時期と比較すると増収しており、結果の分析も行っています。今年度は

広報活動に注力し、築30年以上を迎えた近隣の高級住宅街では広報と「YOUゆうバー」など入居者との交流の機

会を持ち、バス見学会は今まで神戸駅へのお迎えでしたが、三ノ宮駅に変更したことで集客につながりました。

現状を分析しながら必要な改善を実践していることで、安定した経営を展開するよう取り組んでいます。 



１－４－５  毎年1回、自己申告書の提出にて職員の意向を確認しています。退職の予定、研修の希望など意向把握のほか、

「仕事に対する評価」として、難しさ、仕事量、適正、能力となった、健康面、総合評価を記載する項目があり、

自分自身の振り返りも行うことができる書式となっています。振り返りを通して次年度に向けて自分の意向を表

明することは双方にとって客観的に現状を捉える良い機会となっています。 

２－１－２  事業計画は施設方針から始まり、目標の意味（目的）も明確に記されており、目標、方策、具体策、管理項目、

主担当、日程をそれぞれの部門で定めています。事業計画の振り返りは目標達成状況、課題が示されており具体

的な取り組み内容が確認できます。事業計画、振り返り、ともに各部門で行ったことを取りまとめ、全職員が指

事業の全体像を把握できることで、一体感を持ち取り組んでいるこが推察されます。 

２－３－２ 

７－６－１ 

敷地内に法人の運営する診療所が併設されており、主治医である医師と入居者の情報を共有しながら日常的な

連携体制を整えています。安全衛生委員会に医師が参画しており、その他、医師と看護・介護職員が入居者の情

報を共有し、ケアの方針を確認するための打ち合わせの機会を設けることもあります。ホーム内での夜間勤務体

制で看護職員はオンコールでの対応となっていますが、夜間に入居者の体調の急変など緊急事態が発生した場合

は、診療所の医師、看護師に対応してもらうことが可能となっています。専門的な支援を受けられるこの環境は、

入居者および職員にとって大きな安心感につながっています。 

２－３－３ 

２－３－４ 

３－１－６ 

接遇、虐待防止、コンプライアンス、事故ゼロ等など各種委員会活動は職員が主体的に取り組んでいます。法

人全体でサービスの質向上に向けた取り組みとして、毎年「職員実践研究発表会」という研究発表を実施してい

ます。当ホームでは昨年の最優秀賞「ゆうゆうかるた」に続き、今年度は「図書室魅力化計画 ハッシン」が見

事大賞に選ばれています。他施設の図書室の活用状況を見学して、入居者にもっと図書室を利用していただくこ

とを目的に研究発表で取り組んだ結果、利用率は倍増し、更に入居者がしおりを作ったり、積極的な関わりも増

えました。また、毎年実施している食事サービスに関するアンケートの結果を踏まえて、大食堂のテービル配置

の変更、主菜の大盛・小盛の導入、一品料理の金券購入を通常の食事と同様に引き落としでの処理など、できる

ことがら迅速に対応しています。職員が日常の業務を深めて発信する研究発表は職員の仕事に対する一つの成果

を生み出し、その結果入居者の満足度につながっていくことはモチベーションの向上につながり、入居者にとっ

ても日常生活の充実につながるなど相乗効果のある取り組みと推察されます。法人全体で前向きに積極的にサー

ビスの質向上に取り組んでいます。 

４－２－２  麻雀、囲碁、グランドゴルフなど多種に亘るサークル活動は入居者が積極的に取り組んでおり、ホーム内の共

用施設で活発に活動しています。今年度、新たにスポーツ吹き矢のサークル活動が始まり、ホーム内のサークル

活動は充実を増しています。また、緑に囲まれた敷地内では、遊歩道を利用しての散策や、農園では芋ほりの場

として地域の保育園に開放し、園児との交流も定期的に図り、和やかなひと時を過ごしています。その他、月 1

回、開催している「Youゆう～Bar」はバイキング形式で食事を楽しみ、お酒もいただきながら、コンサートやイ

ベントを楽しむ入居者同士の良い交流の場となっています。地域の方々に、当ホーム内で企画する行事をお誘い

することは継続していますが、更に今年度は、「ゆうゆうライフ講座」として専門家を招いての講演会も始めてい

ます。医療、AEDの使用方法、腰痛予防、終末期、死生観についてすでに開催しており、4月には僧侶を招いての

講演会を予定しています。入居者が地域の中で暮らしていること、毎日の生活がゆとりある豊かな毎日であるこ

とを実感していただけるよう、趣向を凝らし取り組んでいます。 

５－１－１ 

５－１－２ 

 今年度は法人内他７ホームで提供している食事の人気メニューを取り入れて提供したり、毎月、厨房スタッフ

が3つの新しいメニューを考え、職員による試食会で認められたものを取り入れるなど、メニューの充実を図っ

ています。また、入居者から「昼食の量が多すぎる」との意見があがり、新たに「おにぎり定食」の提供も始ま

りました。お寿司の提供時もごはんの量少な目などの要望にも応えています。できることから迅速に対応し、栄

養バランスも考慮しつつ、入居者の要望を取り入れながら入居者に喜ばれる食事提供目指し、取り組んでいます。 

２．さらに取り組むことで、より質の向上が可能と考えられる点  

スケール番号 内     容 

６－２－１ 

６－２－２ 

 ケアプランは入居者・家族の意向を把握した中でケアマネジャーを中心に多職種で検討を重ね作成しています。

ケアプランで示している短期目標を達成すべくサービス内容についてはモニタリングを行い、入居者の現状に即

したサービスを提供できるよう取り組んでいます。そのための参考となる日々の記録については、まだ改善の余

地がありますが、今年度より介護ソフトを導入し、その運用が始まっています。有効な記録を積み重ねていける

よう、設定項目を検討し更なる充実を図るべく、継続して取り組むことが期待されます。 

 

 


